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山
城
狛
組
無
足
人
に
つ
い
て

無
足
人
改
帳
は
、
組
内
の
該
当
者
の
書
上
を
支
配
大
庄
屋
が
取
り
ま
と
め
、
大
和
添
上
郡
古
市
に
駐
在
し
た
城
和
奉
行
並
び
に
郡
奉
行
に
宛

註

拙
稿
「
大
和
の
無
足
人
に
つ
い
て
」

人
文
研
究

6
巻
4
号

昭

和

30
年
10
月

の
保
管
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

狛
組
の
名
称
は
上
狛
郷
西
法
花
野
村
の
住
人
浅
田
金
兵
衛
が
大
庄
屋
勤
役
当
時
に
通
用
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
以
下
に
紹
介
す
る
文
書
類
は
、

主
と
し
て
加
茂
郷
北
村
の
梶
田
家
の
旧
蔵
に
係
る
。
現
在
天
理
大
学
附
属
図
書
館
に
架
蔵
に
帰
し
た
。
同
館
の
好
意
に
よ
っ
て
一
見
の
機
会
を

与
え
ら
れ
た
が
、
こ
の
た
び
は
紙
数
の
制
限
が
あ
る
の
で
、
一
応
史
料
紹
介
の
形
態
で
報
告
し
、
後
日
に
詳
し
く
検
討
し
た
い
。
な
お
浅
田
金

兵
衛
家
の
所
蔵
文
書
も
、
先
年
渋
澤
敬
三
氏
の
主
宰
し
た
常
民
文
化
研
究
所
の
所
蔵
に
入
り
、
戦
後
は
東
京
大
学
経
済
学
部
の
山
口
和
雄
教
授

し
て
も
知
ら
れ
た
。

藤
堂
家
領
大
和
国
の
無
足
人
に
つ
い
て
、
先
年
山
辺
郡
小
山
戸
組
の
消
長
を
、
元
禄
十
三
年
以
来
数
回
の
改
帳
に
よ
っ
て
紹
介
し
た
こ
と
が

註

あ
る
。
こ
の
た
び
は
同
家
領
山
城
国
相
楽
郡
の
無
足
人
、
と
く
に
狛
組
に
つ
い
て
も
、
前
回
と
同
じ
視
点
か
ら
考
察
し
て
み
た
い
。
こ
の
組
は

加
茂
、
銭
司
、
法
華
寺
野
お
よ
び
上
狛
な
ど
諸
郷
村
の
＇
住
人
を
も
っ
て
編
成
さ
れ
、
の
ち
に
加
茂
組
と
も
呼
ば
れ
た
。
こ
の
変
化
は
支
配
大
庄

屋
が
交
替
す
る
と
、
そ
の
在
所
の
名
を
組
に
冠
す
る
仕
来
り
に
よ
る
。
大
和
の
小
山
戸
組
も
、
同
じ
理
由
か
ら
、
の
ち
に
白
石
組
ま
た
針
組
と

山
城
狛
組
無
足
人
に
つ
い
て

平

山

八

（
一
八
二
）

敏

治
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増田 満 満田 井向 ＇ 松村 松村 松吉 松村 梶田 喜多＝ 青木九 吉田 吉喜田
氏

勘左衛門 次田兵衛郎 権右衛門 伊衛兵 惣兵衛 助左衛門 源四郎 璽衛兵郎 小璽郎 面衛兵 衛左門 利衛左門 左衛門
名

同同同兎同同同同北同同同銭 在

並 司

村村村村村村村村村村村村村 所

1 1 信
領

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
1弓鑓
筋張

1 1 馬
騎

1 晨
挺

3 3 3 5 5 2 1 1 
2. 塁
人

1 1 1 5 5 2 1 1 2 り人
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 素

［ 備
の
も
の
ヽ

>
考

て
て
提
出
す
る
。
改
め
が
一
定
の
年
期
を
も
っ
て
実
施
さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
、
な
お
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
書
上
の
形
式
は
、
さ

き
の
小
山
戸
組
の
場
合
と
同
様
に
、
こ
の
方
で
も
、
所
持
の
武
具
類
の
品
目
お
よ
び
家
来
下
人
の
数
を
も
挙
げ
、
無
足
人
と
し
て
「
御
用
相
勤

可
申
」
き
旨
願
い
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
先
例
に
倣
っ
て
、
以
下
に
無
足
人
の
氏
名
、
在
所
並
び
に
身
上
相
応
の
武
備
を
表
示
し
、
併
せ

ま
ず
享
保
九
年
九
月
の
改
帳
、
こ
れ
は
大
庄
屋
浅
田
金
兵
衛
か
ら
提
出
さ
れ
た
。
そ
の
以
前
の
分
は
見
当
ら
な
か
っ
た
。

て
必
要
な
註
記
を
加
え
た
。

山
城
狛
組
無
足
人
に
つ
い
て
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吉
田
利
右
衛
門

銭
司
村
郷
士

農
業
仕
候
三
人

喜
多
三
郎
兵
衛

澤

半

左

衛

門

西

三
右
衛
門

親
次
郎
兵
衛
相
果
悴
兵
蔵
次
郎
兵
)

乙
衛
と
相
改
、
無
足
人
相
務
申
候

農
業
不
仕
候
二
人

増
田
勘
左
衛
門

城

加

兵

衛

農
業
仕
候
十
人

松
吉

源
三
郎

向

井

伊

兵

衛

北

市

右

衛

門
ー

畑
山
重
左
衛
門

〇
畑
山
又
左
衛
門

0
松
村
喜
右
衛
門

加
茂
村
郷
士

享
保
九
辰
年
御
改
巳
後

西
法
花
野
村
無
足
人

右
七
郎
右
衛
門
義
、
未
二
月
廿
七
日
御
願
申
上
、

銭
司
村
無
足
人
池
田
金
兵
衛

右
金
兵
衛
義
、
未
三
月
有
市
村
よ
り
引
越
、
村
違
之
御
断
京
都
へ
申
上
、
狛
組
帳
面
へ
入
、
無
足
人
相
勤
申
候

な
お
こ
の
辰
年
二
月
、
改
帳
に
先
立
っ
て
、

「
無
足
人
御
改
御
書
付
共
之
拍
」
と
題
す
る
長
帳
も
作
ら
れ
た
。
こ
れ
に
は
山
城
国
内
の
無
足

人
の
交
名
と
家
格
と
を
書
上
げ
た
。
そ
の
人
数
は
改
帳
よ
り
も
多
い
。
あ
る
い
は
家
数
で
な
く
、
一
家
両
人
以
上
の
場
合
が
含
ま
れ
た
か
も
知

れ
な
い
。

家
格
と
い

っ
て
も
、
農
業
に
従
う
か
否
か
に
分
け
た
も
の
で
あ
る
。
狛
組
の
連
中
は
つ
ぎ
の
如
く
で
あ
っ
た
。

0
印
を
冠
し
た
の
は

農
業
不
仕
候
七
人

改
帳
に
見
え
な

い
人
々
で
あ
る
。

録
二
仕
書
付
上
候
ひ
か
え

浅
田
七
郎
右
衛
門

山
城
狛
組
無
足
人
に
つ
い
て

松
村

宗
兵
衛

松
村
十
郎
兵
衛

満
田
権
右
衛
門

小
橋
五
郎
兵
衛

梶

田

小

十

郎

／
 

（
一
八
五
）

御
帳
付
罷
成
、
同
六
月
廿
日
京
都
届
相
済
、
無
足
人
相
勤
申
候

（未
年
は
享
保
十
二
年）

満
田
次
郎
兵
衛

松
村
助
左
衛
門

八
六
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松
村

宗
兵
衛

畑
山
政
右
衛
門

満
田
権
右
衛
門

満
田
次
郎
兵
衛

増
田
勘
左
衛
門

松

本

庄

兵

衛

城

嘉

兵

衛

X
松
村
重
右
衛
門

松
村
十
郎
兵
衛

梶

田

小

十

郎

松
村
助
左
衛
門

松
吉

源
三
郎

0
加

茂

村

X
畑
山
重
左
衛
門

X
畑
山
又
左
衛
門

X
藤
田
孝
右
衛
門

求
め
て
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

も
多
い
の
は
、

を
認
め
ら
れ
た
。

の
野
村
伊
左
衛
門
の
家
系
で
、

仁
兵
衛
の
名
が
初
見
し
、
三
年
以
前
未
年
よ
り
帳
に
付
い
た
旨
の
記
載
が
あ
っ
た
。

こ
れ
は
先
の
仁
兵
衛
が
享
保
十
九
年
八
月
に
病
死
し
た
の
で
、
そ
の
相
続
人
が
襲
名
、
再
度
願
出
た
も
の
で
あ
る
。

「
具
足
壱
領

仕
」
り
、
御
帳
付
無
足
人
に
加
わ
り
た
い
と
願
い
出
た
。

鉄
砲
壱
挺

沢

半

左

衛

門

つ
ぎ
に
北
村
の
松
吉
源
三
郎
こ
と
源
右
衛
門
か
ら
「
年
寄
歩
行
も
不
自
由
二
御
座
候
二
付
」
き
引
退
し
、

そ
の
京
都
届
出
は
元
文
元
年
六
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
。

西

二
右
衛
門

（
一
八
七
）

こ
れ
も
相
続

十
八
年
五
月
、
野
日
代
村
郷
士
野
村
文
右
衛
門
が
病
死
、
同
十
一
月
に
亡
文
右
衛
門
の
兄
野
村
三
郎
兵
衛
が
相
続
を
願
出
た
。
さ
き
の
改
帳

家
来
五
人
直
言
直
下
」
の
装
備
は
多
少
異
同
が
あ
っ
た
。

享
保
十
九
年
七
月
に
銭
司
村
郷
士
青
木
九
左
衛
門
が
病
死
し
た
。
こ
の
家
は
以
後
の
改
帳
に
見
え
な
く
な
る
。
・
（倅）

「
船
留
八
二
向
後
源
三
郎
と
名
替

ま
た
同
年
十
二
月
、
高
田
村
の
松
本
久
右
衛
門
は

「
先
年
御
改
之
節
、
御
帳
面
二
付
不
申
」
と
て
、
こ
の
度
御
帳
面
に
付
き
申
し
た
し
と
願

い
出
た
。
「
素
肌
歩
行
立
、
家
来
壱
人
直
玉
這
下
」
の
資
格
で
あ
っ
た
。
素
肌
歩
行
立
は
具
足
を
持
た
ず
、
ま
た
騎
馬
の
用
意
も
な
い
者
で
あ

っ
た
。
こ
れ
も
許
さ
れ
、
爾
後
長
く
勤
め
る
家
筋
で
あ
る
。

元
文
二
年
六
月
の
「
帯
刀
仕
候
者
御
座
候
二
付
御
断
書
」
に
は
、
山
城
国
相
楽
郡
の
領
内
村
々
帯
刀
人
の
氏
名
と
由
緒
と
を
註
し
た
。
こ
れ

も
狛
組
の
分
を
抜
ぎ
書
す
る
。
氏
名
の
上
に

X
印
を
加
え
た
の
は
「
何
某
儀
相
果
申
候
」
と
頭
書
の
あ
っ
た
人
々
で
あ
る
Q

人
数
が
家
数
よ
り

一
家
の
人
々
を
連
記
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
旧
家
が
退
転
ま
た
衰
微
し
て
、
無
足
人
の
列
を
離
れ
て
ゆ
く
状
況
も
こ
の
記
録
か

ら
察
せ
ら
れ
る
。
な
お
丑
年
と
あ
る
の
は
享
保
十
八
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
も
無
足
人
改
が
お
こ
な
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
改
帳
は

鑓
壱
筋

山
城
狛
組
無
足
人
に
つ
い
て

つ
ま
り
宝
暦
元
年
か
ら
新
に
加
わ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

八
八
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浅郎五喜衛／ 礼祭祭 上へ

畑等 礼 礼 候上狛北奉願 田兵衛 郎門吉
士 山‘等等 村 ヽ

，' 

、 口 帯 、二‘へ市 嵐 兵衛 田 i, 

田 藤刀 帯 帯 と 衛右常 衛右 /―＿～ 宣ニコ

九仕 刀 刀 も松井 帯

門 野x城 事、一冒 平小島 事衛ヘヽ左衛門兵覚平郎候 仕 仕 ‘ 門仕刀
六旨候候唯兵

書 旨 今左衛 候来申
I 梶 ・ 書 ニ

｀ 兵衛又 X浅田 次郎畑 田付差 付 ， 而門

山小上差 無者
万左候 上 五 宣にコ

‘ 次郎 衛ヘ 候 足

平右衛大西 兵御郎 小島X 兵郎衛多三
門とへ 人

引ヘ綺も と 引
越田 ‘ 、 も ‘ 
申村井向 唯 ‘ ・帯
候へ今者 其後 刀 、 門 X 長
ヽ 伊 不 ・

野村 次郎 X 左帯相 仕
． 松衛刀果 候

大西 伊左衛 圭閃円本門不 申

与惣 仕 候
八 候 兵蔵門 左術

九 兵衛 X中

大 野村

門

ヘ 候越‘申ヘ-木津扇ク 馬― 之 西武
八助 左
八

助清 衛門
， ヽ

r 
し



場馬 松本 中 村田 西三 沢 増田 満田 松村左貫助 松村 梶小田
氏

衛武兵 平五郎 仁兵衛 孫太郎 衛右門 衛半左門 庵慶 術権右門 重助 衛右門
名

51 36 27 24 59 45 58 53 34 57 74 ； 
大高同同同里同兎同同北 在

野田 ，並
所

村村村村村村村村村村村

六自

1 1 1 1 1 
足

1 1 1 l 1 1 1 1 鑓

馬

＼ 

＇ 
鉄‘

1 
砲

家
2 1 5 1 3 3 3 3 

来

3 ［； 
帳十親二三ヨ十祖先代 祖先代 祖先代 祖先代行立祖先代祖代先人祖先
付ニーヨリ付〗年以帳リ三 ヨ 備

前亥年年以 帳 二前年酉年以ヽ 々 々 々 々 々 々 リニ付 ．‘帳

付 0 0 0 喜0 二，
ヨ〇 塁付ヨ 0 リ J ' 考

リ 帳親

｀ 

右
之
も
の
共
、
何
れ
も
唯
今
帯
刀
不
仕
候

宝
暦
三
年
六
月
の
改
帳
も
浅
田
金
兵
衛
か
ら
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
帳
に
は
無
足
人
の
年
齢
が
書
き
加
え
ら
れ
た
。
ま
た
近
年
に
新
し
く
願
出

て
仲
間
に
加
わ
っ
た
諸
氏
が
あ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
な
お
こ
れ
よ
り
先
、
延
享
三
年
に
改
め
が
実
施
さ
れ
た
が
、
そ
の
年
の
帳
は
見
当
ら

な
か
っ
た
。

松
本

宗
次
郎

山
城
狛
組
無
足
人
に
つ
い
て

九
〇

（
一
八
九
）



．． 
I 

I 
．、

I 
I r 

記 - -,.- - i 
‘一 l 

'I 載 続延まれ延右 冒浅辰野大小小勝
のい享 ＇ たを享の ： 

様て三西法 享三う
七田巳旦鳳島島旦

計 屑金工左右 平平左
式は 暦宝 年御 花保九 年御寅 ち‘ 

19 衛門 ／ 兵衛 衛門 衛門 衛門 次郎 六 衛門
従十改以 野年 兎
前 二 村浅 改改並 --

通年後 の以村 32 41 66 54 49 41 45 57 
に り四 ‘田 書後 の

つ ‘月親 4二上 満
し） 無の七郎 と具 田

同西花法同野束法同花法同
I ＇ 

て 足改郎右比足権

人帳右衛 衛較領壱右衛 日 花 寺

のは 門す 野代野野

数も ‘門のる 門 村村村村村村村村

•• 浅年分と 家 分
‘田罷寄 は 、来と

備武も 氏に ‘ 代‘ 時当 三人 推定 10 1 1 1 1 1 I 

替船新包^替素 さ
． ほっ り肌胄 此れ
とて五の 度る し

ん、七あ 増相貼 14 1 1 1 1 1 1 ！ 

ど 加郎っ立 紙 ， ヽ

¥ 前茂北右衛 たの書が
ヽヽ＼ 

回 こ満塁上あ
と村門と田 る

I 1 1 
化変のとを氏 ゜

、 梶喜更示が | 

ヽ が田 し領壱
： 

I 

いな 小右衛 ‘ た゚ 壱 、
| 

2 1 I 
i 
I 

゜ 無筋 I 

門足 の
が人 格

届息御 に 47 3 3 2 8 3 2 2 3 
／ 出 な

た°上 たつ

こ御 ァ̀-
（ 

I ‘一
こ帳 ． と 8 3 1 1 ！ 

で、 ニ を ＇ ， 

加茂• ヘ 知

九

組の 悶欠失‘ー9‘
る
゜

直
リニ祖先代帳十祖先代 祖先代 親 親 去年申＾ 帳 十ニー ヨヨ
二七付年 リリ

名

□ 羞付年未 々 前靡以 々 々 帳ニ 帳ニ ヨリ称
ヘ が 付付帳

~ 

現 、9
九

尺
年 ョ 0 0 付

゜
ヨ リ

ヽ

る
゜

lj I ,, 
ヽ

I 



’; 

浅金衛兵田 辰平左衛門巳 村衛野武左門 西平衛大右門 小平次島郎 小平六島 勝新衛左田門 衛馬場武兵 松本平五郎 屑仁兵中i村孫太郎田 西三衛右門 衛沢左半門 増慶庵田 衛権右満門田 左衛松村助門 松村重助 梶刑衛右門

氏

名

50 35 63 58 50 54 66 23 45 36 33 46 54 67 62 43 66 45 贔

西花野村法同 野東法花野村同花寺村法野 同 大高 同 同 同 里 同 兎同 同 北
在

日 野田 並
代

村村 村 村村村村村村村村村村村村 所

＼ 

フ自

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
足

I 

1 1 1 1 1 1 '1 1 1 1 1 1 1 鑓

1 馬

鉄
1 1 

・砲

家
3 2 8 3 2 2 3 2 1 5 1 3 ・3 3 5 

来

3 1 1 3 >>
帳二宝

>呈
宝

二十i暦 暦 備
付三

喜 喜

』 i 考帳リ帳リ リ リ
リ

山
城
狛
組
無
足
人
に
つ
い
て

九

（一

九
一
）



・． 
＇ I 

l 

た ー の

衛西右三門 衛沢左半門 増又八田 衛権右満門田 松吉安衛右門 松左衛村助門 松村璽助 梶衛爪右門

氏
゜明 な宝は右 浅

無和お暦 ‘ 表 田

>嵐
足 六 西三たの 七

人年 三酉年 とう 計 ［ は三衛右 え ち
19 名 俗月 御ば‘ 門

にに 門改北備

虐
壱領 大ー 、以村 考

人 53 61 24 33 48 50 32 52 
・ 屋庄場馬後の欄

41 
に

壱 ‘梶 につ
し） 同里同兎同同同北 在 騎 梶旦武親田無 同
て 壱田 氏足

並 筋小右衛 小衛右に人
ののは取

村村村村村村村村 所 者両門‘立 村

と門家病打 つの

六自
呼がと ぎ年 ．
ば提も の次1 1 1 れ出に‘貼を 10 

足
たし親覧 枠紙記
がた 親之 がし
‘無 あて

1 1 1 1 1 1 鑓 そ足に名 っ な 14 1 
の人っ二たい
実のき交°も

鉄
を交‘仕名 の
備名ま は

1 えはた‘ 先 1 
， 砲 る以辰御 贋
者下巳帳i 家 がの左平 々

1 3 1 3 3 5 こ如 の 2 
来 のく衛 胃組で門 L._ ．． 
にあは で

> は っ 親鷹寄
ぁ
49 3 見た る

当゜ ゜
らこ

一
〇¢改〇 十ニ宝暦 十宝ニ暦 改後退以引年前四以戌年 肌歩〇素行立 退引二宝十暦

なの つ 宝
く書て 暦 8 
な上隠 一

備 つに居 年

た゚ はし 改

九
後退以引改年改年 改年

騎馬 たた
以

［ 
ヨ三

後代替以 後替代以 帳二ヨリ 替後代以ヽ ［ のめ
者に

がな 替代
L— 

ヘ 付. 

゜
改 考 と ， 

九 ＇ , 0 畠 ＜ り 註． 
. なし し‘ った た

゜

~ I 



同 法
花
寺
野
村

ー

村

小

島

平

次

郎

小

島

平

六

一
宝
暦
十
二
午
年
御
改
以
後
無
足
人
引
申
候
者
共

暦
十
二
年
の
願
書
記
載
と
較
べ

て
、
差
引
き
右
の
通
り
で
あ
る
。

家
来
五
人
相
減

御
帳
二
付
申
候
」
と
あ
っ
た
。
宝

備
考
欄
に
註
し
た

「
宝
暦
十
二
年
改
以
後
代
替
」
と
あ
る
う
ち
、
松
村
重
助
は
親
重
助
老
年
隠
居
に
よ
り
、
そ
の
他
は
死
去
に
よ
っ
て
子
息

が
襲
名
し
て
相
続
、
帳
に
つ
い
た
。
な
お
野
村
武
左
衛
門
の
分
に
は
貼
紙
に
「
馬
壱
疋

なお人数は前回より一名を減じたが、その事情は貼紙によって判明する。松吉氏は再度の帳付きであった。
I 

I 

浅田 浅田 辰 衛村左野武門 衛西右大平門 勝田 場馬 松本 中 村田

計
幸蔵 衛金兵 衛左呈門 衛新左門 衛兵武 平五郎 衛仁兵 孫太郎

18 

48 57 42 47 23 43 30 52 43 40 

同 西花村法野 同 野 東花村法野 同 大高 同 同
日 野田

、 村 村代村 村村村村村

10 1 1 1 1 1 1 1 

14 1 1 1 1 1 1 1 1 
9、

1 
亀

--・ 

42 3 3 2 3 ・ 3 3 2 1 5 1 

4 1 3 

l 

； 
8 

帳

帳ニヨリ 改後以引 改後以引 改後以引付ニ 帳二ヨリ 帳付二リ 付ニ

リ
二 帳
付 二

付

山
城
狛
組
無
足
人
に
つ
い
て

九
四

（
一
九
三
）



山
城
狛
組
無
足
人
に
つ
い
て

九
五

（一九四）

村西中 氏
田
仁

孫 弁 兵
七
郎蔵衛 名

28 39 52 虞

同同里 在

村村村 所

六自

1 
足

I 

1 1 鑓

家
1 5 

来

3 >

孫村太枠郎田 西三衛枠右門 仁兵衛悴中
備

祖父 ［ 〇素 祖父ヨ ， 

ヨ リ
リ帳
帳ニ ・
ニ付
付

考

゜

ぬ
者
も
過
半
に
達
し
た
。

寛
政
十

一
年
二
月
の
加
茂
組
改
帳
は
里
村
の
中
仁
兵
衛
が
届
出
た
。
こ
の
帳
の
無
足
人
は
十
四
名
、
最
小
の
人
数
で
あ
る
。
旧
家
の
没
落
が

ま
だ
進
行
し
て
い
た
村
落
分
解
の
事
情
が
察
せ
ら
れ
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
騎
馬
の
み
な
ら
ず
鉄
砲
の
所
持
者
も
な
く
な
り
、
具
足
を
用
意
せ

四

年
の
改
帳
か
ら
見
え
る
。

ま
た

一
条
「
寛
政
四
子
年
四
月
よ
り
素
肌
歩
行
立

鎗
壱
筋
家
来
弐
人
松
岡
新
治
郎
」
の
追
書
も
あ
る
。

右
両
人
無
足
人

二
成
ル
也

同

右

銭
司
村

吉
田
喜
左
衛
門

小
島
長
次
郎

一
宝
暦
十
二
午
年
御
改
以
後
無
足
人
御
願
申
上
候
者

さ
ら
に
、
こ
の
明
和
六
年
の
改
以
後
願
出
て
帳
に
つ
い
た
者
の
貼
紙
も
あ
っ

た。

一
此
御
改
後
無
足
人
相
勤
申
者

素
肌
歩
行
立

家
来
壱
人

安
永
八
亥
年
よ
り

法
花
寺
野
村

北

村

松
吉
安
右
衛
門

こ
の
氏
名
も
つ
ぎ
の
寛
政
十
一

．



野
日
代
村
野
村
武
左
衛
門

北

村

松

村

重

助

同
村
松
吉
安
右
衛
門

西
法
花
野
村
浅
田
七
郎
右
衛
門

里

村

澤

半
左
衛
門

い
ず
れ
も
中
途
に
一
旦
引
退
し
、
再
び
願
出
た
た
め
で
あ
る
。

大
野
村
勝
田
新
左
衛
門
東
法
花
野
村
大
西
平
右
衛
門

一
明
和
六
丑
年
御
改
以
後
無
足
人
引
申
者

小
島
長
次
郎
、
吉
田
庄
蔵
の
両
名
は
、
本
紙
に
は
「
先
祖
ョ
リ
御
帳
二
付
候
無
足
人
」
と
書
上
げ
た
が
、

な
お
松
村
重
助
以
下
七
名
は
、
明
和
以
後
に
引
退
し
、
松
岡
新
六
が
絶
家
し
た
こ
と
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
備
考
に
註
し
た
如
き

つ
ぎ
の
追
書
で
知
ら
れ
る

貼紙があった。
松岡 吉 小島 辰 浅＇ 馬場 松衛本久右 衛松村左助 梶 満 増

計 一新治郎、 庄田 長次郎 旦左衛門 金兵衛田 宗十郎 順田 畠闊 又田

14 蔵 門門蔵門八

32 41 39 42 25 42 33 46 23 63 54 

観銭花法寺野村野西花法野村 大高 同 北 同 兎
音 司 日 野田 並
寺 1 代

村村 村 村村村村村村

6 1 1 1 1 1 

g 1 1 1 1 1 1 1 

30 2 1 1 2 3 2 1 3 5 3 1 

3 

” 

［ 
8 

付 ヨリリ
｀ リ 帳帳 ’

〇 帳 ニニ
ニ 付付
〇付 ＇

゜

山
城
狛
組
無
足
人
に
つ
い
て

九
ナ

（
一
九
五
）



斤

． 
I I 

止

ヽ

A 

の 同右同同文 右 ． 

沢 村西中 1 氏 変 文右廿同五 年 化な之 〗観八
田 化化の 二 断 辰 十 二お 通 ケ

山 半 仁 が五年日 年 ー 丑こ 年 ・
城 左孫弁 兵 あ年齢被一 三 月年の御 以
狛

衛門七郎蔵衛
名

っ 四を仰付具月願五年以 折松前組
た月数 足廿候申朔月 紙岡 子こ無
°‘え候壱領 一 後二新足

年 中た 日 日に相 六、 人 42 37 48 61 
齢 仁年辰一 被 ー 新 郵ロ心ト 足に

つ I 兵 素鎗仰右為規 差 人
し） 同同同里 在 衛は肌壱付同御 に 出 御
て

が‘歩筋候断褒仰且 申 願
提文行 美候 申

1 出化立 家 一 被 上村村村村 所
し五 来素村束書 仰ら

候

た年辰鎗弐肌歩行 付れ 後

六目
改で て＝ 人 候た

>1 帳筋 も
のあ 立 の l 足
内つ鉄砲 浅 城ー、 ヽ

容た 田鎗 具再勤
旦一は '--..,... 壱 壱平足

1 1 1 1 鑓 左と挺幸筋助壱を 人

のは 蔵 辰 領許さ 冒 ＂ 通 ‘家家

りつ来辰来 才辛 鎗れ 皐1 1 1 
家 でぎ弐干壱 壱た5 

ぁの人 二 人 筋の 絶‘来
る改 才 ， は 仕

°帳 来家

｀ ヽ

下急 こで中 澤 ； 
3 噂

の ．明 三 の

度ら儀 半 人五
は力‘蔵左 名

｀旦
まに 衛 で

沢亡亡亡 たな璧 門 村新； ぁ 人
半村西中 加召＋辰 る 出

！ 左田三仁 茂 三 四 ゜ 来
衛孫右兵衛

備 組オ十 次門太衛
十 二岡

’塁‘‘‘ 子養 実子郎 養子門 実子
， 

九 オ 山
名 足

〇 0 0 祖父
に 佐 人
復 兵

＇ 
御

九
当 素ヨ し I 衛 願
辰祖歩肌リ た 申マ七
年父 帳 が

辰
上マ

帳ヨ立行ニ ヽ
十 贔ニリ 付 考

家 四

＾ 
付帳

一

筋 オ 上九
二

候ー」 付 に
者

ノ‘
多‘ 
少 ， 

I 

| 
＇， 

し



註

こ
の
年
の
改
帳
に
つ
い
て
、
ノ
ー
ト
に
不
備
が
あ
る
の
で
、
後
日
補
正
し
た
い
。

文化五年の改帳について、養子相続の者の由緒が註記されていた。

浅田 浅田 城 岡山 松岡 吉田 小島 辰 場馬 松久本右衛門 松村左助衛門 梶田 満田 増田 中

計
蔵幸 金兵衛 平助 佐兵衛 新治郎 庄蔵 長次郎 左且衛門 兵武衛 順蔵 畠権門 平周 儀蔵

19 

22 34 50 34 41 50 38 51 48 註 55 32 28 39 53 

同西花胃法東花法新観 銭法花寺 野大高同北同兎同
在音一司 日野田 並

村野家寺 村野代
村 村村村 村村村村村村村村

g 1 1 1 1 1 1 1 1 

｀ ＇ 

17 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 I― 
＇ 

40 2 2 3 3 2 1 1 2 2 3 5 3 1 2 

6 
， 

3 

［ 
右衛郎実子門 金兵衛実子 簑子 養子六〇 喜左衛実子門 帳付二リ 実五弟郎 実小十子郎 実権衛右門 八餐子， 
開〗 +0 子 0 0 

， 

辰年帳当 年帳ヨリ 前丑年年四以 前七年子年以 0 0 祖父曽ヨリ 辰年帳当ニ

二 ニヨヨ 帳 付
付 付リリ 二

帳帳 付
ニニ
付付

山
城
狛
組
無
足
人
に
つ
い
て

九
八

（
一
九
七
）
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,. 

＇ 
あ と 人 於 帯 実充
っめ文 御文御村刀ま な中澤城松増西
たた政 取化白田仕たをお 半 岡田 ！ 

• 山よ も十 上九砂孫候村期先 左衛 新

， 城 うの年 被申二七者田し度儀 助平治郎周弁蔵一
狛でで 二 仰年役村郎共‘たの蔵門 平 I 

組ああ月 付六 名増゜改帳

贋人る つ の 候月人文前田 当城州城一加和州
． ゜た帳 事 廿 へ化帳の と村 州条［藤
テま゜は 五 一 被九 ← 両 武中 様
っk たこ ‘ 日仰年申に 家 備仁領御領御御 領御

いこの従 渡ぁは書兵下下〗家下
ての度前 し』増候六るこ 上衛法西 狭

年のの 田 月貼の に弟花法 領御川
は分も 又 廿紙の 変更 二寺花 下
別はの 八 ーに ち 而野野相楽 下手

に→と 養 日よ文 が‘村甚村孫 江州村吟
無無記 子 っ 化ぁ 二 木郡
足足載 周 無て九 っ十右三 賀甲七
人人様 平 足判年 た一衛悴郎津郷 弟
の改式 ・ ‘ 人明に の年枠門 水郡ニ
持帳が 常御す‘ は以 二小 而ヽ

9 古回 L- 異 々 取召無 西前二而寺口

なでな ・ 心 上 足 蔵弁よ而‘村利 地ニ
， らはっ 得 被っ人 別り ‘‘ 二 森方十
びなて 不 仰ぎを ‘ 十十衛右 六

＇ にくい 宜付の召 村家五五 木年
/位n., ‘た ‘ 候通上 田相ケ年枠門村養 以 ‘

儀→゜ 其 事りげ 孫続仕年以 前亡
を無こ 上 でら 七 以前親二枠賢
iも足れ 身但あれ郎候前而父
記人ま 上 庄るた ‘ 先又‘二三
し名で を 屋°゜ 増 為：七二而衛右
た 則9ヽ- は 持 侍そ田左養十‘

帳面す 崩中の周衛子二十門
も々べ 候不理平門二年二養

' あ用• て 段埓 由 ぉ養成相以ヶ子 ＇
っ意各 ‘ 之 は ょ 家 前亡 年ニ
た之人 、 不 筋 ‘ び 名‘ 以成相

゜品が 埓 在 寛 吉 跡人相続仕 新父前亡‘先←書 ィ 之之政田

祖と上 旨 ‘ 九 蔵庄 二 六父続仕相
9 代あげ ‘其年 罷候養又
々りた 於上 八の越子八
の‘願 御致月四‘二養候 ＼

古大書 白 奔出 → 家 相 相成 子
閃い庄を 砂 藤で続 ニ

家屋大 二 ・ ‘ 堂 ぁる 仕 ‘相成

・ 筋自庄 被 重 泉守和 候 仕相続 、

への身屋 々 ゜ ‘ 
ー無のが 渡仰 不 ｀ い 相信

・・ 九足覚取 ‘ 埓 殿領 ず 候
さ人帳り 無二 れ
がでま 足付分も 候

ヽ

｝ 
I 



野村武畠門 城 大 小島 吉 松岡松 勝田 場馬 松本畠久門 満田 西 沢 中 中 松村畜助門 梶
氏

野平助 鳳衛右門 長次郎 蔵庄田 祐次郎 新八岡 ，兵衛重 十宗郎 衛権右門 蔵弁 半左衛門 儀助 仁兵衛 順蔵田

名

野同花東胃法花寺法銭同観同大高兎同同同里同北 在

日 司ヰ日野田並

代 野村 寺
村村 ・ 村村村村村村村村村村村村村 所

I 六自

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
足

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 鑓

家
3 3 3 1 1 2 2 2 2 1 3 2 1 2 5 3 5 

来

｀ 

0 0 I 

゜
0 0 0 

゜
胄素
立肌

> 庄 需
屋問 本大庄屋陣

役
） 

胃屋 儀

＾ . 
I 所

一七 ニ八八八二三
. 

． . 
一九 五 八五 六 四一八ー ニ 三四八 六 四九
・・・・・・・・・・・・・・・・・石 持七四 0 0 九六 三 七五七六三二 〇 六六五
六 八四一九五ニニ五 三三 二六七 〇 四九
三二 九九九 〇 五九九ー四五六二六二四

高0 0 五 〇 五 0 0 0 五 0 0 0 0 0 0 五 0

政寛四 文政冗靡 文化十 祖先代 祖先代 再勤祖先代 祖先代 祖先代
備

子年 四 々 々 々 々 々

ヨ ヨ丑年
斎リ リ ヨ

リ 五

， 眉 考

ヨ
リ

持

高
少
な
く
、
後
年
願
出
て
加
わ
っ
た
者
に
か
え
っ

て
大
高
持
が
多
い
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。

山
城
狛
組
無
足
人
に
つ
い
て

1
0
0
 

（
一
九
九
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山
城
狛
組
無
足
人
に
つ
い
て

文

政
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年

文

化
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年

寛

政

11

年

明

和
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年

宝

暦
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年

宝

暦
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年

享

保
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年

別
の
機
会
に
譲
る
。

+
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浅
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右
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浅
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右
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21 I素肌歩行立

以
上
享
保
九
年
よ
り
文
政
十
年
に
至
る
数
次
の
改
帳
等
に
よ
る
無
足
人
の
増
減
、
武
備
の
大
小
を
表
示
す
る
と
つ
ぎ
の
如
く
に
な
る
。

年
間
を
最
低
と
し
て
、
文
化
以
後
は
再
び
漸
増
の
傾
向
を
見
せ
た
。
こ
の
間
に
無
足
人
の
質
的
な
変
化
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、

14 

19 

50 

村 村

上

狛

村

新

在

家

村

ー ー ー ー

ー ー ー ー

2
 
2
 
2 3 
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松
本
久
右
衛
門
ノ
項
不
明

庄
屋
新
在
家

村
庄
屋
兼
帯

五
・
八
一
五

0

三
•

O

―
-
0

ニ
ニ
・
一
、
一
八
〇

四
七
・
八
五
七

0

1
0
 

文
化
五
辰
年
ヨ
リ

先
祖
代
々

（二

0
0
)

そ
の
分
析
は
寛
政

文
化
二
丑
年
ヨ
リ
、
文
政
八
酉

年
病
死
、
悴
繁
松
継
目
願
出

寛
保
三
亥
年
ヨ
リ



池田 樋垣 冨山 義田 松藤畜原門 村田 喜多 堀 柳沢 鳥 越治胄衛J門II 松田 勝田 橋胃衛土門
氏

忠郎四 惣衛兵 孫郎四 栄蔵 平治喜 安三郎 喜三郎 勝三郎 衛仇右門 右衛庄門 太菫郎 ． ． 
名

同 銭兎高新里銭西法花花東法野村 同 里山北村之内 大兎
在

司並田 家在 司 田野並

村村村村村村村野村 村村新田村村 所

六自

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 
足

1. 1 1 1 1 1 1 1 1 1 、1 1 1 1 鑓

鉄
1 1 1 1 1 1 1 l' 1 1 

砲

ヽ

家
3 3 3 3 3 3 3 3 3 2 2 3 3 2 

ヽ 来
し

1 1 1 1 ・ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ［［ 

年同同 年同同 年同同 年同同 年同同 年同同 慶応四 嘉永七 嘉永六 嘉永三 嘉永奇，特之高三四月大庄屋保天十
備

• 月 月 月 月 月 月 辰年閏寅年丑年十 戌年冗年申 八• 存寄ヲーニ
ケケケケケケ 七 七四二以丑年
エ工工工工工四月二月月 六テ三
l l l l l] 月月 三月

ケ リヨリ リ 三 保十天

エ リ ］ 寅
銃ルI ＝月 寅年:='九 立取

考

衛
の
家
系
も
し
く
は
一
族
で
あ
ろ
う
。

た
者
は
十
余
名
あ
っ
た
。

山
城
狛
組
無
足
人
に
つ
い
て

-
0
-

―
 （二
0
1
)

無
足
人
改
帳
は
文
化
・
文
政
以
後
の
年
紀
を
も
つ
も
の
を
見
出
し
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
幕
末
期
に
至
っ
て
、
新
し
く
取
立
て
ら
れ

そ
の
交
名
、
取
立
年
次
そ
の
他
を
表
示
す
る
。
こ
の
う
ち
大
野
村
の
勝
田
重
太
郎
は
文
政
の
帳
に
見
え
る
勝
田
重
兵



•• 
人
が
役
立
つ

べ
く
期
待
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

山
城
狛
組
無
足
人
に
つ

い
て

1
0
 

（二

0
二
）

松

田

庄

右

衛

門

同

村

池

田

忠

四

郎

同

村

樋

垣

惣

兵

衛

以
上
に
示
し
た
諸
家
の
う
ち
、
家
の
由
緒
書
を
書
留
め
た
旧
家
筋
目
の
も
の
も
あ
り
、
後
年
村
役
精
勤
も
し
く
は
藩
公
に
対
し
て
軍
資
金
穀

献
納
ま
た
窮
民
救
助
等
寄
特
之
筋
あ
っ
て
無
足
人
に
取
立
て
ら
れ
た
者
も
あ
る
。
そ
れ
ら
の
詳
細
に
つ
い
て
述
べ
る
紙
面
が
な
く
な
っ
た
の
で

割
愛
す
る
。
た
だ
述
べ
来
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
幕
末
に
至
っ
て
郷
士
の
数
が
増
加
し
た
の
は
、
ひ
と
り
加
茂
組
の
み
の

現
象
で
は
な
か

っ
た
。
そ
の
事
情
を
説
明
す
べ
ぎ
史
料
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
物
情
騒
然
た
る
時
期
に
際
し
て
、
藩
兵
の
増
強
に
在
郷
の
無
足

0
郷

兵

観

音

寺
村

森

岡

久

次

郎

同

村

小

林

寿

次

郎

里

村

吉

村

新

次

郎

西

法

花

野

村

0
無

足

人

新

在

家
村

松

原

藤

左

衛

門

野

日

代

村

落

合

源

兵

衛

同

村

野

村

武

左

衛

門

東

法

花

野

村

澤
勝
三
郎

同

村

城

野

平

助

西

法

花

野

村

堀

喜
蔵

同
村
浅
田
七
郎
右
衛
門
同
村
浅
田
金
兵
衛
法
花
寺
野
村

大

野

村

勝

田

十

兵

衛

同

村

馬

場

武

兵

衛

観

音

寺

村

松

岡

祐

一

郎

同

村

、
松

岡

新

八

高

田

村

義

田

栄

蔵

同

村

右

衛

門

里

村

村

田

喜

平

治

同

村

中

逸

平

同

村

中

儀

蔵

同

村

澤

半

左

衛

門

同

村

川

越

治

郎

左

衛

門

同

村

右

衛

門

兎

並

村

冨

山

孫

四

郎

同

村

土

橋

嘉

右

衛

門

同

村

満

田

権

右

衛

門

北

村

松

吉

祐

五

郎

同

村

松

村

助

左

衛

門

同

村

同

村

梶

田

慶

次

郎

銭

司

村

喜

多

安

郎

同

村

吉

田

庄

蔵

浅
田
九
郎
右
衛
門
同
村
松
井
新
太
郎

大
西
亀
次
郎

同

村

柳

小
島
長
治
郎

松
本
久

鳥
井
惣

名
に
は
郷
兵
五
家
と
無
足
人
十
家
と
が
あ
っ
た
。
前
者
は
新
参
の
も
の
、
撒
兵
と
も
称
さ
れ
る
身
分
に
相
当
し
た
。

岡
山
佐
兵
衛
の
両
家
の
名
は
見
え
な
い
。

六

慶
応
年
七
月
に
至
っ
て
、
幕
府
は
慶
長
元
和
以
来
の
皇
室
御
料
を
停
め
、
新
に
山
城
国
十
万
石
を
挙
げ
て
皇
室
の
用
途
に
宛
て
る

こ
と
に
な
っ
た
。
従
っ
て
国
内
の
諸
家
領
地
ま
た
知
行
所
は
す
べ
て
所
替
え
に
な
る
。
相
楽
郡
内
の
藤
堂
家
領
村
々
の
住
人
は
い
わ
ゆ
る
「
御

貢
献
」
に
よ
っ
て
、
代
々
の
無
足
人
格
式
に
変
動
を
来
た
す
こ
と
を
恐
れ
て
、
万
事
旧
に
よ
っ
て
家
格
を
維
持
し
う
る
よ
う
、
同
年
十

一
月
に

連
名
歎
願
に
及
ん
だ
。
そ
の
趣
旨
は
と
も
か
く
も
、
右
の
願
書
に
名
を
連
ね
た
人
々
、
．
こ
と
に
加
茂
組
の
諸
家
は
つ
ぎ
の
如
く
で
あ

っ
た
。
交

た
だ
勝
田
重
太
郎
、

|， 




